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　　授業の概要

英語コミュニケーション能力の基礎となる文法や構文について、中学校既習事項の再確認とともに、高校レベルの基本的
なものを扱う。文法事項の解説と問題演習が中心となるが、それ以外に簡単な英作文などの活動も適宜取り入れ、英文
法を理解段階に留めるのではなく、運用段階にまで高める。

平成26年度　沼津工業高等専門学校シラバス

鈴木　久博

全学科共通 English Writing 2履修単位 SUZUKI, Hisahiro

１年

科目

英語Ｗ 通年

担当

導入、品詞・語順のルール、Option⑩ 動詞と文型

　　授業目標

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度
自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力
工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力
豊かな国際感覚とコミュニケーション能力
実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

本校学習・教育目標（本科の
み）

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（専攻科のみ）

TOEIC Bridge で130以上のスコアを取得できる英語力を身につける。
英語の語順や構文を理解し、英文を正しく解釈できる。
英語で短い文を書き、自分の言いたいことを表現できる。
自ら学習する姿勢を身につけることができる。

授業計画

Option⑩ 動詞と文型

序章　文の種類　　　第１章　現在形・現在進行形

第２章　過去形・過去進行形　　　第３章　未来を表す形
第４章　完了形（１）
第５章　完了形（２）
復習

前期中間試験
試験の返却と解説　　　第６章　助動詞（１）
第７章　助動詞（２）　　 Plus 助動詞
Plus 助動詞
第８章　態（１）　　第９章　態（２）
第９章　態（２）　　Plus 態
復習

前期末試験
試験の返却と解説　　　 第１０章　不定詞（１）
第１０章　不定詞（１）　　第１１章　不定詞（２）
第１２章　不定詞（３）
Plus  不定詞
第１３章　動名詞　　　Plus 動名詞
Plus 動名詞
第１４章　分詞（１）

学年末試験

後期中間試験
試験の返却と解説　　第１５章　分詞（２）
第１５章　分詞（２）

1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。備考

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。

第１６章　分詞（３）　　Plus 分詞

試験の返却と解説    授業アンケート実施

定期試験および随時実施する小テスト等（75～80%）、提出物、課題、授業への取組み等、平常点（20
～25%）

第１７章　関係詞（１）
第１８章　関係詞（２）
第１９章　関係詞（３）
Plus 関係詞　　復習

アトラス総合英語（桐原書店）、 アトラス総合英語 English Grammar Compass in 23 Lessons、アトラ
ス総合英語 English Grammar Compass Workbook


